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The aim of this report was to clear the change of the physical fitness and life style of 1,773 fresh-
men (M: 969, F: 804) of Tokyo University of Fisheries, using their fitness measurements in
1995–2000. Though in both sex the average of their height and weight was almost same through all
this period, the female freshmen’s skin fold thickness of triceps and subscapula was becoming
larger in these few years. ‘Masked obesity’ might be a new problem for the female students. The
freshmen’s muscular power was on the decline, but their agility and endurance were rising in both
sex.
In all these years approximately 70 percent of male students took exercise once or more a week,
and they spent one hour or more in one time for their exercise. In female students, the frequency
and duration that they spent for exercise were different on each year. Less than half of males, but
most of females had breakfast everyday in each year. Most of the freshmen got 6–8 hours sleep a
day, but among females the percentage of 6 or less hours sleep gradually increased.





することになる。そこで今回、新入生全員のデータが揃う 1995年度より 2000年度までの 6年間にわたって、
本学新入生の体格・体力の推移をみると共に、生活状況の変化も併せて検討した。
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2. 方　　　法
対象とした学生は表 1に示すように 1995年度から 2000年度の 6年間に本学に入学した新入生男子 969名、
女子 804名の合計 1,773名であった。体格、体力および生活状況の調査項目は文部科学省が全国規模で行っ
ている同様の調査 6)に準じた。すなわち、「体格」の項目では①身長、②体重に本学では③皮下脂肪厚を加
えた。さらに身長と体重から体格指数として BMI (Body Mass Index；体重／身長 2 (kg/m2)) を算出した。身長




して改定を行った 6)後は、①握力、②反復横とび、③上体起こし、④長座体前屈、⑤ 20 mシャトルラン、⑥
立ち幅とびの 6項目とした。また、1998年度から AOS-100（アロカ社製）を用いて、踵骨の部位での超音波
による骨密度測定も行っており、計測値の骨評価値 (OSI) を骨密度の指標とした。
「生活状況」の調査項目は、①運動・スポーツの実施状況（a. 週 3回以上　b. 週 12回　c. 月 13回　d.
しない）、② 1日の運動・スポーツ時間（a. 2時間以上　b. 12時間　c. 30分1時間　d. 30分未満）、③朝
食摂取の有無（a. 毎日食べる　b. 時々ぬく　c. 食べない）、④ 1日の睡眠時間（a. 8時間以上　b. 68時間
c. 6時間未満）の 4項目であったが、これも 1999年度より改定され 6)、⑤ 1日のテレビ視聴時間（a. 3時間
以上　b. 23時間　c. 12時間　d. 1時間未満）、⑥運動部・スポーツクラブ所属（a. 所属している　b. 所
属していない）の 2項目が加えられ 6項目となった。
文部科学省は全国 47都道府県の小学校、中学校、高校（無作為抽出）、国立高等専門学校 15校、公・









表 2および表 3は 1995年度から 2000年度までの男子および女子の体格、体力を示す。個々の体格・体力
の推移を示す図 1、2、411には参考のために全国平均値、あるいは標準値も併せて示した。
(1) 身長
男子は図 1に示すように、1998年度がやや高く 1999年度がやや低かったほかは、6年間を通して 171 cm










図 2に示すように男子は 1995年度の 66.2 kgが有意に高い値であり、それ以降は漸減し、1999年度には
61.6 kgまで減少したが、2000年度には 63.5 kgとやや増加に転じている。女子では 1995年度が 53.1 kgとや
や多く、1999年度が 51.6 kgとやや少なかった他は、52 kg台でほとんど変化はみられなかった。
(3) 皮下脂肪厚
図 3は皮下脂肪厚の推移を示す。男子では 1995年度が 25.7 mm、1998年度が 24.7 mmと多く、1996年度





27.2 mmと減少したが、その後は増加に転じ、1998年度には 38.9 mmとなった。
(4) BMI
図 4は BMIの推移を示す。全国の調査では BMIは算出していないので、今回は便宜的に全国値 7)の身長、
体重から著者らが算出して参考データとした。男子では 1995年度が 22.5と他の年度の 21.021.8に比べて







図 5は筋力を表す握力の推移を示す。男子では 1995年度、1996年度がそれぞれ 44 kgを上回っていたが、
1997年度以降は減少傾向にある。女子においても 1995年度、1996年度がそれぞれ 26.5 kg、26.3 kgと高い












されている。図 7は垂直とびの推移を示す。男子は 1996年度の 61.7 cmを、女子は 1997年度の 42.7 cmを





ら 232.5 cmへと、女子も 178.9 cmから 165.0 cmへと減少している。
(8) 背筋力
図 8は背筋力の推移を示す。男子は 1995年度は 140 kgを下回って最も低い値を示したが、その後は 145 kg








が 1998年度に 53.3 cmと最も低い値を示し、女子は 1997年度に 56.9 cmと最も高い値を示したが、男女とも
に減少傾向を示した。立位体前屈は男女とも各年度の平均値間に有意の差はみられなかったが、数値の上で
は 1995年度から 1998年度にかけて減少傾向のようすが窺われる。この 2種目に変わって 1999年度から新
たに長座体前屈が加えられ、表 2、3に示すように、男女とも 1999年度と 2000年度の計測値に差はみられ
なかった。
(10) 踏み台昇降・ 20 mシャトルラン
持久性を表す踏み台昇降および 20 mシャトルランは、表 2、3に示すように、踏み台昇降において男女と
もに 1995年度から 1998年度にかけて増加の傾向が窺えた。
(11) 上体起こし
筋持久力を表す上体起こしは 1999年度から新たに加えられた種目である。表 2、3をみると、男子は 1999
年度が 25.7回、2000年度が 27.8回で有意の差があり、増加した。女子はそれぞれ 17.7回、19.3回であり、
差はみられなかった。
(12) 骨評価値
骨評価値 (OSI) を図 11に示した。男女ともに 2000年度が高い値を示している。
2) 生活状況の年度変化


































図 18、19に示すように、男女とも 68時間が 5070%の間で最も多く、8時間以上はいずれの年度も





































年度の BMIは 20.7で「普通」の範囲内にありながら痩せに傾いているが、皮下脂肪厚 38.9 mmは皮脂厚法














日本人の平均寿命は世界最長を維持しており 17)、将来的に長い間、生活の質 (Q.O.L.) を保つためにも、国家
の医療費の高騰を押さえるためにも、いわゆる「寝たきり」を防ぐことは大切である。骨密度減少による骨
粗鬆症は「寝たきり」の原因にもなり、これを防ぐためには骨密度が最大になる 20から 30歳のうちに十分













が望ましいが、全くしないより月 12回でも運動した方がよい 20)。男子では週 34回以上の回答と週 1


































































12) Brozek, J., Grande, F., Anderson, J. and Keys, A.: Densitmetric analysis of body composition: revision of same quantative as-











20) 宮下充正：トレーニングの科学的基礎，ブックハウス H.D.，東京，1993，pp. 8–13．
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子では年度による変動が大きかったが、男子では 1回 1時間以上運動する者の割合は 6年間を
通じて約 56割であった。
朝食を毎日摂るのは女子に多く 6年間を通じて 7割と高率であり、男子では約 5割であった。
睡眠時間は男女ともにどの年度も 68時間が最も多かったが、女子では 6時間未満の者が増
加してきた。
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